
Ｘ線 内視鏡

106,115 108,101 110,035 111,709 112,917 99,001 385,775 292,602

1,569 1,805 1,069 1,308 1,336 770 13,806

1.48% 1.67% 0.97% 1.17% 1.18% 0.78% 3.8%

307 413 438 674 1,043 1,348 3,717

0.29% 0.38% 0.40% 0.60% 0.92% 1.36% 1.8%

1,876 2,218 1,507 1,982 2,379 2,118

1.77% 2.05% 1.37% 1.77% 2.11% 2.14%

Ｒ５
滋賀県Ｒ４

Ｈ３０ Ｒ１ Ｒ２ Ｒ３ Ｒ４

総数（Ｘ線＋内視鏡）

（Ｘ線＋内視鏡）受診率

対象者数

Ｘ線受診者数

Ｘ線受診率

内視鏡検査受診者数

内視鏡受診率

（１）令和５年度胃がん検診(胃部エックス線検査・胃内視鏡検査)

及び胃がんリスク検診(胃の健康度検査)の実績について

大津市胃がん検診協議会

第１回(R6.8.29) 資料１-１

i）胃がん検診(胃部エックス線検査+胃内視鏡検査)の受診状況 表１

①胃がん検診(胃部エックス線検査・内視鏡検査)の受診状況について(令和６年７月１９日現在)

図１ ③受診者の推移について

令和５年度から、内視鏡検査の受診者
数がエックス線検査を上回った。
＜要因＞
・エックス線検査の対象年齢を４０歳
以上から５０歳以上に変更。

・内視鏡検査実施医療機関の増加。
・市民に内視鏡検査が認知されてきた。

表１ ①受診率について

大津市胃がん検診としては、令和２年
にコロナ流行による減少が見られたが、
その後はコロナ流行前の状況に戻り、
少しずつ増加している。

表１ ②滋賀県との比較について

令和４年度で滋賀県と大津市を比べる
と、大津市は、エックス線検診と内視
鏡検診ともに滋賀県の受診率を下回っ
ている。

1

2

ii）胃がん検診(胃部エックス線検査+胃内視鏡検査)の受診者数・受診率の推移 図１

※滋賀県のデータは、令和４年度滋賀県におけるがん検診実施状況より掲載



②胃部エックス線検査の結果について(令和６年７月１９日現在) 大津市胃がん検診協議会

第１回(R6.8.29) 資料１-２

表２、表３ ①エックス線検査の受診者について
・令和５年度の受診者数は７７０人で前年度の
４割減。

・年代別には、７０代が最も多く次に６０代が多い。
・最高齢受診者は、９０歳。
＜要因＞
・エックス線検診の対象年齢を４０歳以上から
５０歳以上に変更。

・内視鏡受診希望者の増加。

表４ ②プロセス指標との比較について
・要精検率は5.5％で、国の許容値7.1％以下を
満たしている。

・精検受診率は、国のプロセス指標（90％以上）
及び大津市の目標（100%）を達成できている。

・がん発見率と陽性反応的中度は国の許容値を
満たしていない。

i）胃部エックス線検査の年次推移 表２ ⅲ）胃部エックス線の５０～６９歳のプロセス指標との評価

表３
ⅱ）胃部エックス線の年代別推移

表４

1

1

②プロセス指標



大津市胃がん検診協議会

第１回(R6.8.29) 資料１-３

ⅰ）胃内視鏡検査の年次推移 図２

③胃がん検診(内視鏡検査)の結果について(令和６年７月１９日現在)

図２ ①胃内視鏡検査の受診者について

前年度からの増加率については、令和２年度から令和４年度のコロナ禍に
おいても１.５倍ずつ増えており、令和５年度は１.３倍増加した。
＜要因＞
・内視鏡検査実施医療機関の増加。
・令和５年度から抗血栓薬服用者も対象となった。

ⅱ）胃内視鏡検査の年代別受診者数と年次推移表５

ⅲ）内視鏡検査の年代別推移

表６ ②内視鏡検査の年代別について

・胃内視鏡検査の受診者数は１３４８名。
年代別では、６０代が最も多く、次に
７０代が多い。

・最高齢受診者は９２歳であった。
・がん発見は、４件あり。

表６



ⅵ）偶発症の報告状況（過去３年分）

表７

③胃がん検診（内視鏡検査）の結果について(令和６年７月１９日現在)
大津市胃がん検診協議会

第１回(R6.8.29) 資料１-４

表７ がん症例について

・がんが見つかった人のうち、３名が早期胃
がんで、１名が進行胃がんで発見された。

表８ ①ケース３について

・１次判定（胃がん）と２次判定（胃がん疑
い）に相違があった。
生検結果はGroup５で、最終内視鏡検査医

の診断は、進行胃がん（壁深達度MP以上）
となっていた。

⇒令和６年度から、内視鏡検査医も、生検
結果を確認してから判定区分を記入する
ようにしている。

表９ ②偶発症について

・４件の偶発症報告があり、すべて処置後に
「帰宅」している。

ⅳ）内視鏡検査のがん症例（令和５年度）

表９

表８

表９ ③抗血栓薬について

・令和５年度から抗血栓薬服用中でも胃内視
鏡検査を受けれるようになり、６１名の方が
検査を受診したが、そのうち偶発症を発症し
た人はいなかった。

ⅴ）一次判定と二次判定の結果について



ⅷ）内視鏡検査の５０歳～６９歳のプロセス指標との評価

③胃がん検診（内視鏡検査）の結果について(令和６年７月１９日現在)
大津市胃がん検診協議会

第１回(R6.8.29) 資料１-５

表10 ②プロセス指標との比較について
・要精検率は6.7％で、国の許容値を
満たしている。

・精検受診率は、国のプロセス指標
（90％以上）及び大津市の目標（100%）
を達成できている。

・がん発見率と陽性反応的中度は国の
許容値を満たしている。

表10

図３ ①生検実施率について

・生検実施率は7.0％で、下記マニュアルの
目標値を下回っている。

＜生検実施率の目標＞
～対策型検診のための胃内視鏡検診

マニュアルより～
【抜粋】
導入時は、胃内視鏡検診の生検実施率は

１５％以下に留めるべきである。さらに、
精度管理体制を整備することにより生検実施
率を１０％以下にすることを目標とする。

図３ⅶ）胃内視鏡検査の精密検査の結果

②プロセス指標



④胃がんリスク検診(胃の健康度検査)の結果について
大津市胃がん検診協議会

第１回(R6.8.29) 資料１-６

i）胃がんリスク検診の結果（平成３０年度以降）

ii）令和５年度の胃がんリスク検診結果報告
表12

2

表11表12
①胃がんリスク検診の受診状況

・年々受診者数は減少している。
受診者数１３０名の内、７割が５０歳代。

＜要因＞
生涯に１度の検診。
胃がんリスク検診対象者と発行方法の変更。

表11表12 ②精密検査受診状況

令和５年度は、Ｂ群Ｃ群の２５人中１８人が精
密検査につながったが、例年と比べ精検受診率
は７２％と低くなった。

1

図４iii）胃がんリスク検診結果と精検受診率の推移

⇒R４～対象年齢の変更
希望者に受診券を発行

表11

1

2
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